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「
華
人
は
違
法
賭
博
や
売
春
で
荒
稼

ぎ
し
て
い
る
」、「
華
人
が
コ
ー
ラ
ン
を

燃
や
し
た
ら
し
い
」、「
華
語
学
校
、
タ

ミ
ル
語
学
校
を
廃
止
し
ろ
」。

二
〇
一
四
年
一
一
月
下
旬
、ナ
ジ
ブ
・

ラ
ザ
ク
首
相
が
率
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
の

与
党
・
統
一
マ
レ
ー
人
国
民
組
織
（
Ｕ

Ｍ
Ｎ
Ｏ
）
が
開
催
し
た
年
次
総
会
で
、

異
民
族
、
異
教
徒
へ
の
差
別
意
識
を
丸

出
し
に
し
た
発
言
が
相
次
い
だ
。

マ
レ
ー
シ
ア
社
会
は
、
マ
レ
ー
人

（
五
五
％
）
と
そ
の
他
の
先ブ

ミ

プ

ト

ラ

住
民
族

（
カ
ダ
ザ
ン
ド
ゥ
ス
ン
、
イ
バ
ン
他
。

一
三
％
）、
華
人
（
二
五
％
）、
イ
ン
ド

人
（
七
％
）
か
ら
な
る
多
民
族
社
会
で

あ
る
（
参
考
文
献
①
）。
こ
の
国
の
政

府
が
先
住
民
族
を
優
遇
し
て
き
た
こ
と

は
、「
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
」
と
い
う
こ

と
ば
と
と
も
に
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
は
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ

の
う
ち
八
割
を
占
め
る
マ
レ
ー
人
の
政

党
で
あ
り
、
与
党
連
合
・
国
民
戦
線
の

第
一
党
と
し
て
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
を
主

導
し
て
き
た
。

そ
れ
で
も
こ
れ
ま
で
は
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ

党
総
会
の
場
で
幹
部
が
こ
ぞ
っ
て
異
民

族
を
非
難
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な

か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
は

異
民
族
の
友
党
と
連
携
す
る
こ
と
で
長

期
政
権
を
維
持
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

華
人
を
支
持
母
体
と
す
る
マ
レ
ー
シ
ア

華
人
協
会
（
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
と
マ
レ
ー
シ
ア

人
民
運
動
党
（
グ
ラ
カ
ン
）、
イ
ン
ド

人
政
党
の
マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ン
ド
人
会

議
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
な
ど
の
協
力
が
な
け
れ

ば
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
は
安
定
政
権
を
築
き
得

な
か
っ
た
。
現
在
、
連
邦
議
会
下
院
に

お
け
る
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
の
議
席
は
、
定
数
二

二
二
の
う
ち
八
八
に
過
ぎ
な
い
。

と
こ
ろ
が
今
回
の
党
総
会
で
は
、
国

民
戦
線
の
幹
部
会
に
参
加
す
る
Ｍ
Ｃ
Ａ

と
Ｍ
Ｉ
Ｃ
、
グ
ラ
カ
ン
の
指
導
者
を
Ｕ

Ｍ
Ｎ
Ｏ
が
選
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
意
見
ま

で
飛
び
出
し
た
。
友
党
の
組
織
的
自
律

性
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
暴
論
で
あ
る
。

こ
の
党
総
会
に
お
い
て
ナ
ジ
ブ
首
相

は
、
二
年
前
に
自
身
が
約
束
し
た
扇
動

法
の
廃
止
を
撤
回
し
、
逆
に
同
法
を
強

化
す
る
方
針
を
示
し
た
。
扇
動
法
は
、

憲
法
で
保
障
さ
れ
た
宗
教
的
、
文
化
的

権
利
な
ど
に
疑
義
を
呈
す
る
こ
と
を
禁

じ
た
法
律
で
あ
る
。
今
回
ナ
ジ
ブ
が
、

言
論
の
自
由
を
制
約
す
る
悪
法
と
し
て

知
ら
れ
る
こ
の
法
律
の
維
持
・
強
化
を

決
め
た
の
は
、
過
激
化
す
る
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ

の
レ
イ
シ
ズ
ム
を
鎮
め
る
た
め
で
は
な

い
。
現
行
体
制
を
守
る
に
は
扇
動
法
を

維
持
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
、
党
内

の
声
に
押
さ
れ
た
結
果
な
の
で
あ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
政
局
は
表
面
的
に
は

穏
や
か
で
、
だ
か
ら
日
本
の
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
に
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と

も
な
い
。
し
か
し
、
い
ま
マ
レ
ー
シ
ア

の
政
治
は
、
深
い
と
こ
ろ
で
重
大
な
変

化
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
本
稿
で
は
、
二

〇
一
三
年
五
月
の
総
選
挙
を
境
に
マ
レ

ー
民
族
主
義
と
権
威
主
義
に
向
か
っ
た

ナ
ジ
ブ
政
権
の
政
策
を
概
観
し
た
あ
と
、

発
足
当
初
は
民
族
融
和
と
政
治
改
革
を

目
指
し
た
ナ
ジ
ブ
政
権
が
「
逆
コ
ー

ス
」
へ
舵
を
切
る
に
至
っ
た
原
因
を
考

察
し
、
今
後
の
展
望
を
示
す
。

●
第
一
次
ナ
ジ
ブ
内
閣
の
政
策

ナ
ジ
ブ
が
第
六
代
の
首
相
に
就
任
し

た
の
は
二
〇
〇
九
年
四
月
三
日
で
あ
っ

た
。
こ
の
日
ナ
ジ
ブ
は
、「
マ
レ
ー
シ

ア
を
刷
新
す
る
取
り
組
み
に
加
わ
っ
て

下
さ
い
。
ひ
と
つ
の
マ
レ
ー
シ
ア
を
築

き
上
げ
ま
し
ょ
う
」
と
国
民
に
呼
び
か

け
た
。
第
一
次
ナ
ジ
ブ
内
閣
に
お
け
る

「
刷
新
」
の
力
点
は
、「
ワ
ン
・
マ
レ
ー

シ
ア
」（1M

alaysia

）
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
に
進
め
ら
れ
た
民
族
融
和
策
と
、

思
い
切
っ
た
政
治
的
自
由
化
の
推
進
に

あ
っ
た
。

首
相
と
し
て
初
め
て
議
会
で
答
弁
し

た
日
に
ナ
ジ
ブ
は
、
ワ
ン
・
マ
レ
ー
シ

ア
の
標
語
の
も
と
で
の
目
標
は
二
〇
二

〇
年
ま
で
の
先
進
国
入
り
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
国
民
の
調
和
を
実
現
す
る

と
と
も
に
、
低
所
得
層
が
開
発
政
策
か

ら
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
の
考
え
を
示
し
た
。

分析リポート

中
村 

正
志

マ
レ
ー
民
族
主
義
と

権
威
主
義
に
回
帰
す
る
ナ
ジ
ブ
政
権
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こ
の
考
え
は
、
中
長
期
の
開
発
政
策

に
反
映
さ
れ
る
。
二
〇
一
〇
年
三
月
、

ナ
ジ
ブ
政
権
が
設
立
し
た
国
家
経
済
諮

問
評
議
会
（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
）
が
、
二
〇
二

〇
年
ま
で
の
開
発
政
策
の
指
針
を
示
し

た
文
書
『
マ
レ
ー
シ
ア
の
新
経
済
モ
デ

ル
』（
以
下
、
Ｎ
Ｅ
Ｍ
）
を
発
表
し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｍ
は
、
一
人
あ
た
り
の
国
民
所
得

を
当
時
の
七
六
〇
〇
米
ド
ル
か
ら
二
〇

二
〇
年
に
は
一
万
五
〇
〇
〇
米
ド
ル
以

上
に
引
き
上
げ
る
と
謳
っ
た
、
い
わ
ば

「
所
得
倍
増
計
画
」
で
あ
る
。
同
時
に

そ
れ
は
、
四
〇
年
に
わ
た
っ
て
政
府
の

開
発
方
針
で
あ
り
続
け
た
ブ
ミ
プ
ト
ラ

政
策
か
ら
の
転
換
の
必
要
性
を
唱
え
た

画
期
的
な
政
策
文
書
で
あ
っ
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｍ
は
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
に
つ
い

て
、
民
族
間
格
差
の
是
正
に
は
寄
与

し
た
も
の
の
、
レ
ン
ト
・
シ
ー
キ
ン
グ

（
利
権
の
追
求
）
を
も
た
ら
し
た
と
率

直
に
認
め
た
。
加
え
て
、「
富
と
は
株

式
所
有
だ
け
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い

の
だ
か
ら
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
株
式
保
有

比
率
を
三
〇
％
に
高
め
る
と
い
う
目
標

に
、
以
前
考
え
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
の
意

味
は
な
い
」
と
し
、
一
九
七
三
年
の
第

二
次
マ
レ
ー
シ
ア
計
画
中
間
報
告
書
で

設
定
さ
れ
た
政
策
目
標
が
も
は
や
有
効

で
は
な
い
こ
と
を
認
め
た
。
そ
の
う
え

で
、
民
族
別
割
当
制
を
段
階
的
に
廃
止

し
、
下
位
四
〇
％
の
世
帯
所
得
の
引
き

上
げ
を
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ

ョ
ン
の
目
的
と
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。

「
そ
れ
は
低
所
得
層
の
者
を
平
等
に
扱

う
。
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
は
、
資
源
に
ア
ク
セ
ス
す
る
資
格
を

も
つ
者
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
エ
ス
ニ
ッ

ク
集
団
を
平
等
と
見
な
す
」（
参
考
文

献
②
、
一
三
六
ペ
ー
ジ
）。

Ｎ
Ｅ
Ｍ
は
ナ
ジ
ブ
政
権
の
長
期
開
発

政
策
に
採
用
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
か
ら

の
五
年
間
を
対
象
と
す
る
第
一
〇
次
マ

レ
ー
シ
ア
計
画
（
一
〇
Ｍ
Ｐ
）
に
そ
の

方
針
が
反
映
さ
れ
た
。
一
〇
Ｍ
Ｐ
で

は
、
二
〇
〇
九
年
時
点
で
一
四
四
〇
リ

ン
ギ
（
四
〇
九
米
ド
ル
）
だ
っ
た
下
位

四
〇
％
層
の
平
均
月
額
世
帯
所
得
を
二

〇
一
五
年
に
は
二
三
〇
〇
リ
ン
ギ
に
引

き
上
げ
る
と
い
う
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。

五
カ
年
計
画
に
お
い
て
、
民
族
に
か
か

わ
ら
ず
低
所
得
層
の
所
得
を
一
定
水
準

に
引
き
上
げ
る
と
い
う
目
標
が
設
定
さ

れ
た
の
は
、
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。

資
本
保
有
構
造
の
再
編
に
つ
い
て
は
、

一
〇
Ｍ
Ｐ
で
は
ブ
ミ
プ
ト
ラ
保
有
株
三

〇
％
を
目
指
す
と
い
う
目
標
が
残
さ
れ

た
も
の
の
、
そ
れ
に
力
点
を
置
い
た
過

去
の
政
策
か
ら
の
転
換
を
図
る
こ
と
が

改
め
て
強
調
さ
れ
た
。
実
際
、
ナ
ジ
ブ

は
首
相
就
任
後
ま
も
な
い
二
〇
〇
九
年

六
月
三
〇
日
に
、
上
場
企
業
に
対
し
て

株
式
の
三
〇
％
を
ブ
ミ
プ
ト
ラ
に
割
り

当
て
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
規
制
を
廃

止
し
て
い
た
。
こ
の
制
度
改
正
に
よ

り
、企
業
は
上
場
の
際
に
株
式
の
一
二
・

五
％
を
ブ
ミ
プ
ト
ラ
に
割
り
当
て
れ
ば

よ
く
、
上
場
後
に
こ
の
水
準
を
割
り
込

ん
で
も
構
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
と
き
ナ
ジ
ブ
は
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
資

本
参
加
促
進
を
目
的
に
政
府
系
資
産
運

用
会
社
エ
ク
イ
ナ
ス
を
新
た
に
設
立
す

る
こ
と
を
併
せ
て
発
表
し
て
い
る
。
同

年
九
月
に
発
足
し
た
エ
ク
イ
ナ
ス
は
、

民
間
か
ら
資
金
を
集
め
て
有
望
な
未
上

場
企
業
に
投
資
す
る
会
社
で
あ
る
。
ブ

ミ
プ
ト
ラ
企
業
に
投
資
す
る
の
が
主
目

的
で
あ
る
が
、
利
潤
を
確
保
す
る
た
め

に
非
ブ
ミ
プ
ト
ラ
企
業
に
も
投
資
す
る
。

ナ
ジ
ブ
政
権
は
、
レ
ン
ト
・
シ
ー
キ
ン

グ
の
温
床
に
な
っ
て
い
た
割
当
制
を
廃

し
て
、
よ
り
市
場
原
理
に
沿
っ
た
か
た

ち
で
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ
企
業
家
育
成
を
目

指
し
た
の
で
あ
る
。

ワ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
で
、
ナ
ジ
ブ
政
権
は
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
政
策
を
実
施
し
た
。
と
り
わ
け

国
民
生
活
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
か

っ
た
の
は
、
二
〇
一
二
年
に
始
ま
っ
た

ワ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
支
援
（
Ｂ
Ｒ

１
Ｍ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
Ｂ
Ｒ
１

Ｍ
は
低
所
得
層
に
対
す
る
現
金
給
付
政

策
で
あ
り
、
開
始
当
初
は
月
収
三
〇
〇

〇
リ
ン
ギ
未
満
の
世
帯
に
五
〇
〇
リ
ン

ギ
の
一
時
金
を
支
給
し
た
。
二
〇
一
二

年
時
点
で
の
平
均
世
帯
月
収
は
五
〇
〇

〇
リ
ン
ギ
ち
ょ
う
ど
、
中
央
値
は
三
六

二
六
リ
ン
ギ
で
あ
り
、
Ｂ
Ｒ
１
Ｍ
の
支

給
対
象
は
三
四
〇
万
世
帯
に
及
ん
だ
。

二
〇
一
三
年
に
は
二
一
歳
以
上
の
独
身

者
で
月
収
二
〇
〇
〇
リ
ン
ギ
未
満
の
者

に
も
二
五
〇
リ
ン
ギ
を
支
給
し
、
さ
ら

に
二
〇
一
四
年
に
は
、
月
収
三
〇
〇
〇

リ
ン
ギ
未
満
の
世
帯
へ
の
支
給
額
を
六

五
〇
リ
ン
ギ
に
引
き
上
げ
、
三
〇
〇
〇

リ
ン
ギ
以
上
四
〇
〇
〇
リ
ン
ギ
未
満
の

世
帯
に
も
四
五
〇
リ
ン
ギ
を
新
た
に
支

給
、
独
身
者
へ
の
支
給
額
を
三
〇
〇
リ

ン
ギ
に
引
き
上
げ
た
。
結
果
、
Ｂ
Ｒ
１

Ｍ
の
支
給
対
象
は
六
九
〇
万
の
世
帯
・

個
人
に
拡
大
し
、
政
府
の
総
支
出
額
は

二
〇
一
二
年
の
一
八
億
リ
ン
ギ
か
ら
二

〇
一
四
年
に
は
四
六
億
リ
ン
ギ
に
増
え

た
（
参
考
文
献
③
、
④
）。

ほ
か
に
も
、
中
間
層
（
世
帯
月
収
二

五
〇
〇
〜
七
〇
〇
〇
リ
ン
ギ
）
を
対

象
に
住
宅
を
供
給
す
る
ワ
ン
・
マ
レ
ー

シ
ア
国
民
住
宅
（
Ｐ
Ｒ
１
Ｍ
Ａ
）
事

業
、
一
回
一
リ
ン
ギ
で
診
療
を
施
す
ワ

ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
建

設
、日
用
品
を
安
価
に
販
売
す
る
ワ
ン
・

マ
レ
ー
シ
ア
国
民
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｋ
Ｒ
１

Ｍ
）
の
開
設
、
低
所
得
の
高
齢
者
、
障

害
者
ら
に
一
〇
〇
〜
四
五
〇
リ
ン
ギ
を

支
給
す
る
ワ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
福
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マレー民族主義と権威主義に回帰するナジブ政権

祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｋ
Ａ
Ｒ
１
Ｓ
Ｍ
Ａ
）

の
導
入
、
高
等
教
育
機
関
の
学
生
に
書

籍
購
入
券
を
支
給
す
る
ワ
ン
・
マ
レ
ー

シ
ア
書
籍
補
助
（
Ｂ
Ｂ
１
Ｍ
）
の
導
入

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
実
施
さ
れ

た
（
参
考
文
献
⑤
）。
こ
れ
ら
の
施
策

は
い
ず
れ
も
、
民
族
の
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
ず
、
低
所
得
層
や
都
市
中
間
層
、

学
生
、
高
齢
者
と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
福
祉
政
策
で
あ
る
。

第
一
次
ナ
ジ
ブ
内
閣
は
政
治
改
革
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
二
〇
一
一

年
九
月
一
五
日
の
演
説
で
ナ
ジ
ブ
首
相

は
、
市
民
の
自
由
権
を
制
約
す
る
法

律
を
廃
止
・
改
正
す
る
方
針
を
示
し
た
。

な
か
で
も
と
く
に
重
要
だ
っ
た
の
は
、

裁
判
抜
き
で
二
年
間
の
拘
留
を
認
め
る

国
内
治
安
法
の
廃
止
と
、
国
際
的
な
水

準
の
集
会
の
自
由
を
認
め
る
た
め
の
警

察
法
改
正
を
明
言
し
た
こ
と
で
あ
る
。

国
内
治
安
法
は
、
共
産
ゲ
リ
ラ
対
策

の
た
め
に
一
九
六
〇
年
に
制
定
さ
れ
た

も
の
だ
が
、
政
府
指
導
者
の
政
敵
や
批

判
者
を
拘
禁
す
る
た
め
に
も
利
用
さ
れ
、

抑
圧
的
な
悪
法
と
し
て
国
際
的
に
知
ら

れ
て
い
た
。
ナ
ジ
ブ
の
約
束
ど
お
り
、

二
〇
一
二
年
四
月
に
は
こ
の
法
律
が
廃

止
さ
れ
、
か
わ
っ
て
治
安
違
反
（
特
別

措
置
）
法
が
制
定
さ
れ
た
。
新
た
な
法

律
で
は
、
拘
留
期
限
が
二
八
日
間
に
ま

で
短
縮
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
六

六
年
、
一
九
六
九
年
、
一
九
七
七
年
の

非
常
事
態
宣
言
が
撤
回
さ
れ
、
一
九
六

九
年
の
非
常
事
態
（
公
的
秩
序
と
犯
罪

防
止
）
勅
令
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
こ

の
政
令
に
も
と
づ
く
予
防
拘
禁
も
で
き

な
く
な
っ
た
。

集
会
に
関
し
て
は
、
従
来
は
刑
法
と

警
察
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
五
人
以
上

が
参
加
す
る
集
会
を
開
催
す
る
に
は
警

察
の
事
前
許
可
が
必
要
と
さ
れ
た
。
こ

れ
が
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
に
平
和
集

会
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
原

則
的
に
は
、
主
催
者
は
開
催
の
一
〇
日

前
ま
で
に
警
察
に
通
知
す
る
だ
け
で
済

み
、
許
可
を
得
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
出
版
機
・
印
刷
物
法
の

改
正
に
よ
っ
て
、
新
聞
・
雑
誌
を
発
行

す
る
者
に
一
年
ご
と
の
免
許
更
新
を
義

務
づ
け
た
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
大
学
・

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
法
の
改
正

に
よ
っ
て
学
生
の
政
党
活
動
へ
の
参
加

が
合
法
化
さ
れ
る
な
ど
、
二
〇
一
二
年

半
ば
ま
で
に
大
幅
な
政
治
的
自
由
化
が

実
現
し
た
。
さ
ら
に
ナ
ジ
ブ
政
権
は
、

同
年
七
月
、
扇
動
法
を
廃
止
し
て
新
た

に
国
民
調
和
法
を
制
定
す
る
と
の
方
針

を
発
表
し
た
。

●
二
〇
一
三
年
総
選
挙
後
の
転
換

と
こ
ろ
が
冒
頭
で
み
た
よ
う
に
、
二

〇
一
三
年
五
月
の
総
選
挙
を
境
に
、
ナ

ジ
ブ
政
権
の
政
策
は
民
族
融
和
と
政
治

的
自
由
化
を
基
調
と
し
た
も
の
か
ら
マ

レ
ー
民
族
主
義
、
権
威
主
義
の
方
向
へ

逆
戻
り
し
始
め
た
。

総
選
挙
か
ら
四
カ
月
後
の
九
月
一
四

日
、
ナ
ジ
ブ
首
相
は
ブ
ミ
プ
ト
ラ
経
済

強
化
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
発
表
し
た
。
こ
の

新
た
な
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
、
ブ
ミ

プ
ト
ラ
の
人
材
育
成
、
株
式
所
有
の
拡

大
、
非
金
融
資
産
（
お
も
に
不
動
産
）

の
拡
大
、
企
業
家
精
神
の
育
成
、
政
策

実
行
シ
ス
テ
ム
の
強
化
と
い
う
五
つ
の

目
標
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
目
標
の
実
現
に
向
け
た
具
体
策
が
盛

り
込
ま
れ
た
（
表
１
）。
今
回
の
目
玉

と
も
い
う
べ
き
事
業
は
、
国
営
持
株
会

社
Ｐ
Ｎ
Ｂ
に
よ
る
新
た
な
投
資
信
託
ス

キ
ー
ム
Ａ
Ｓ
Ｂ
２
の
設
立
と
、
起
業
支

援
ス
キ
ー
ム
（
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｂ
）
の
立

ち
上
げ
で
あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｂ
２
は
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
だ
け
に

購
入
を
認
め
る
低
リ
ス
ク
・
高
利
回
り

の
金
融
商
品
の
第
二
段
で
あ
り
、
一
口

一
リ
ン
ギ
で
一
〇
〇
億
口
の
販
売
を
予

定
し
て
い
る
。
一
人
あ
た
り
の
購
入
上

限
は
、
一
九
九
〇
年
に
発
売
さ
れ
た
第

一
弾
の
Ａ
Ｓ
Ｂ
で
は
二
〇
〇
〇
リ
ン
ギ

だ
っ
た
の
に
対
し
、
Ａ
Ｓ
Ｂ
２
で
は
二

〇
万
リ
ン
ギ
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｂ
は
最
大
五
〇
万
リ
ン

ギ
の
事
業
開
始
資
金
を
ブ
ミ
プ
ト
ラ
企

業
家
に
融
資
す
る
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
。

企
業
家
育
成
に
関
し
て
は
、
二
億
リ
ン

ギ
規
模
の
事
業
拡
張
基
金
の
新
設
と
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
が
追
加
策
と
し

て
翌
年
三
月
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
除
く
と
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
経

済
強
化
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
掲
げ
ら
れ
た
具

体
策
の
ほ
と
ん
ど
は
既
存
事
業
の
強
化

策
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
さ
ほ
ど
重
大

な
政
策
変
更
で
は
な
い
と
み
る
こ
と
も

で
き
よ
う
。
た
だ
し
ブ
ミ
プ
ト
ラ
経
済

強
化
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
発
表
を
機
に
、
政

府
は
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
を
着
実
に
実
施

す
る
た
め
の
努
力
を
強
化
し
た
。
首
相

を
議
長
と
す
る
ブ
ミ
プ
ト
ラ
経
済
評
議

会
（
Ｍ
Ｅ
Ｂ
）
を
設
置
し
、
月
に
一
度

の
ペ
ー
ス
で
会
合
を
開
い
て
政
策
実
施

状
況
を
監
視
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｅ
Ｂ
会
合

の
後
に
は
、
ナ
ジ
ブ
自
身
が
記
者
会
見

で
政
策
の
成
果
を
報
告
す
る
。
ワ
ン
・

マ
レ
ー
シ
ア
を
強
調
し
て
い
た
頃
と
比

べ
る
と
、
ナ
ジ
ブ
政
権
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ

政
策
に
か
け
る
意
気
込
み
は
明
ら
か
に

高
ま
っ
た
と
い
え
る
。

ブ
ミ
プ
ト
ラ
経
済
強
化
ア
ジ
ェ
ン
ダ

発
表
の
一
〇
日
後
、
政
府
は
こ
れ
ま
で

の
政
治
的
自
由
化
の
流
れ
に
逆
行
す
る

二
つ
の
法
案
を
下
院
に
提
出
し
た
。
ひ

と
つ
は
犯
罪
防
止
法
の
改
正
法
案
で
、

こ
の
改
正
に
よ
り
、
治
安
維
持
や
犯
罪

防
止
の
目
的
で
容
疑
者
を
裁
判
な
し
に
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二
年
間
拘
留
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
。
か
つ
て
の
国
内
治
安
法
で
は
内
務

大
臣
の
判
断
で
裁
判
な
し
の
拘
留
が
で

き
た
の
に
対
し
、
改
正
さ
れ
た
犯
罪
防

止
法
の
も
と
で
は
裁
判
官
を
長
と
す
る

五
名
の
犯
罪
防
止
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

同
委
員
会
の
判
断
に
よ
っ
て
拘
留
が
行

わ
れ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、

野
党
は
こ
れ
を
国
内
治
安
法
や
非
常
事

態
勅
令
の
代
替
物
と
み
な
し
て
強
く
批

判
し
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
刑
法
の
改
正

案
で
、
職
務
上
知
り
得
た
情
報
を
漏
ら

し
た
者
に
一
〇
〇
万
リ
ン
ギ
の
罰
金
な

い
し
一
年
以
下
の
禁
固
ま
た
は
双
方
を

科
す
と
い
う
新
た
な
条
項
が
加
え
ら
れ

た
。
違
法
な
情
報
漏
洩
行
為
の
定
義
が

き
わ
め
て
曖
昧
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
情

報
に
か
か
わ
る
国
民
の
権
利
を
侵
害
す

る
も
の
と
し
て
強
い
反
発
を
招
い
た
。

こ
れ
ら
の
法
改
正
に
と
ど
ま
ら
ず
、

政
府
は
実
際
に
強
権
を
ふ
る
っ
て
批

判
者
を
次
々
に
逮
捕
・
起
訴
し
て
い
る
。

総
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
二
〇
一
三
年
五

月
に
は
、
講
演
会
の
場
で
選
挙
結
果
に

疑
義
を
唱
え
た
な
ど
の
理
由
で
、
野

党
・
人
民
公
正
党
（
Ｐ
Ｋ
Ｒ
）
の
テ
ィ

ア
ン
・
チ
ュ
ア
副
総
裁
補
（
下
院
議
員
）

ほ
か
五
人
が
扇
動
の
容
疑
で
逮
捕
・
起

訴
さ
れ
た
。

二
〇
一
四
年
に
入
る
と
こ
の
動
き
が

加
速
し
、
三
月
に
テ
ィ
ア
ン
・
チ
ュ
ア

が
再
び
扇
動
容
疑
で
起
訴
さ
れ
た
の
を

皮
切
り
に
、
同
じ
く
Ｐ
Ｋ
Ｒ
副
総
裁
補

の
ス
レ
ン
ド
ラ
ン
下
院
議
員
、
野
党
・

民
主
行
動
党
（
Ｄ
Ａ
Ｐ
）
の
テ
レ
サ
・

コ
ッ
ク
下
院
議
員
、
マ
ラ
ヤ
大
学
法

学
部
の
ア
ズ
ミ
・
シ
ャ
ロ
ム
講
師
な
ど
、

一
〇
月
末
ま
で
に
一
一
人
が
立
て
続
け

に
起
訴
さ
れ
た
。
起
訴
に
は
至
ら
な
か

っ
た
が
、
政
治
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

あ
る
い
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
発
信
し

た
市
民
が
扇
動
容
疑
で
警
察
の
取
り
調

べ
を
受
け
た
ケ
ー
ス
が
こ
の
他
に
少
な

く
と
も
一
二
件
あ
る
。
政
府
や
Ｕ
Ｍ
Ｎ

Ｏ
の
批
判
、
あ
る
い
は
ス
ル
タ
ン
や
イ

ス
ラ
ム
教
に
関
わ
る
発
言
が
扇
動
に
あ

（出所）新聞報道、政府関連機関ウェブサイト等をもとに作成。

表 1　ブミプトラ経済強化アジェンダ（Bumiputera Economic Empowerment Agenda）

1．人材育成
●低学歴・低技能の青年向け研修施設の強化と研修
プログラムの拡充。
●未就労大卒者研修プログラムの増員。
●重要部門、ハイテク部門の高度人材育成を目的と
する大学既卒者向け教育プログラムの拡大。
●会計士、専門医師、建築家、エンジニア、保険数
理士など専門家向け研修の拡充。

2．株式所有の拡大
●国営持株会社PNB（Permodalan Nasional Berhad）
による新たなブミプトラ投資信託スキーム
（Amanah Saham Bumiputera 2：ASB2）の設立
（100 億口）。2014 年 4 月 2 日に 1口 1リンギで販
売を開始（購入上限は 20 万口）。8 月 15 日まで
に 5万 3345 人に計 10.7 億口を販売。
●ブミプトラ企業に対する上場支援事業を首相府
のブミプトラ・アジェンダ指導局（Teraju. 2011
年 2 月設立）から政府系資産運用会社エクイナス
（Ekuiti Nasional Berhad: Ekuinas. 2009 年 9 月設
立）に移管して強化。2014 年 11 月までに 10 社
が支援を申請。

3．非金融資産の拡大
●政府系不動産会社ブミプトラ不動産投資
（Pelaburan Hartanah Berhad）などを通じた戦
略的立地における商工業用地の開発・取得。
●中所得層向け住宅供給を目的に 2012 年に設立し
た政府系住宅供給会社のワン・マレーシア国民住
宅（PR1MA）社などを通じたブミプトラ向け住
宅供給の拡充。
●政府系企業によるブミプトラ向け不動産開発の強
化。
●イスラム基金（Malaysian Wakaf Foundation）の

会社化。
●都市部での住宅、商工業施設開発の支援を目的と
する都市開発公社（UDA）の強化。

4. 企業家精神の育成
●貧困世帯向けマイクロ・クレジット基金（Amanah 
Ikhtiar Malaysia）に 5 年間で 3 億リンギを追加
支給。受給者を 35 万人から 2015 年までに 50 万
人に増やす。
●農業・農業産業関連省傘下のブミプトラ企業家
支援機関（TEKUN Nasional）に 7 億リンギを追
加支出。支援対象企業を 2013 年の 27 万社から
2015 年には 37 万社に拡大。
●政府系企業のブミプトラ・ベンダー育成プログラ
ムの強化（2014 年 8 月までに 17 社をアンカー企
業に指定）。政府系企業の調達等におけるブミプ
トラ参加率目標の設定と、経営者業績評価基準へ
の組み込み。
●省庁、政府系企業による大型事業での入札でブミ
プトラ企業を優遇。
●ブミプトラ起業支援スキーム（SUPERB）を設置
し、3年間で 1億リンギを割当。SUPERBは最大
で 50 万リンギの事業開始資金を融資。
●ブミプトラ事業拡張基金を設置し 2億リンギを割
当（2014 年 3 月 10 日発表）。技術系企業の事業
拡張に融資する。
●ブミプトラ青年企業家育成プログラム（TUNAS）
設置し 1000 万リンギを割当（2014 年 3 月 10 日
発表）。研修・支援により 500 人の企業家の育成
を目指す。

5. 政策実行システムの強化
●全省にブミプトラ開発局（UPB）を設置。
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マレー民族主義と権威主義に回帰するナジブ政権

た
る
と
み
な
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
、
華
人
を
攻
撃
す
る
発
言
で
起
訴
さ

れ
た
事
案
は
一
件
し
か
な
か
っ
た
。

扇
動
容
疑
に
よ
る
相
次
ぐ
逮
捕
は
国

際
的
な
非
難
の
的
と
な
っ
て
い
る
。
九

月
に
は
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所

が
扇
動
法
の
恣
意
的
運
用
に
対
す
る
懸

念
を
表
明
し
、
一
〇
月
に
は
国
連
人
権

専
門
家
の
グ
ル
ー
プ
が
同
法
の
廃
止
を

求
め
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
も
同
様
に
相

次
ぐ
逮
捕
へ
の
懸
念
を
表
明
し
、
ナ
ジ

ブ
政
権
に
対
し
扇
動
法
廃
止
の
約
束
を

履
行
す
る
よ
う
求
め
た
。

●
政
策
転
換
の
背
景

こ
の
よ
う
に
ナ
ジ
ブ
政
権
の
政
策

は
、
二
〇
一
三
年
の
半
ば
を
境
に
大
き

く
転
換
し
た
。
で
は
、
そ
の
原
因
は
何

か
。
政
策
転
換
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
み

て
、
二
〇
一
三
年
に
行
わ
れ
た
二
つ
の

選
挙
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ひ
と
つ
は
五
月
の
第
一
三
回
総
選
挙

で
あ
る
。
こ
の
選
挙
に
よ
っ
て
、
現
行

体
制
下
で
の
民
族
融
和
・
政
治
改
革
路

線
が
与
党
の
党
勢
回
復
に
結
び
つ
か
な

い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
も
そ
も
第
一
次
ナ
ジ
ブ
内
閣
が

「
ワ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
」
を
強
調
し
思
い

切
っ
た
政
治
的
自
由
化
を
断
行
し
た
の

は
、
二
〇
〇
八
年
総
選
挙
で
失
わ
れ
た

都
市
中
間
層
の
支
持
、
と
り
わ
け
華
人

の
票
を
取
り
戻
す
た
め
で
あ
っ
た
。
二

〇
〇
八
年
総
選
挙
で
は
、
下
院
で
初
め

て
国
民
戦
線
の
議
席
が
三
分
の
二
を
割

り
込
み
、
全
一
三
州
の
う
ち
首
都
圏
の

ス
ラ
ン
ゴ
ー
ル
と
第
二
の
都
市
ペ
ナ
ン

を
含
む
五
州
の
州
議
会
選
挙
で
野
党
が

勝
利
す
る
な
ど
、
野
党
が
大
躍
進
を
遂

げ
た
。
そ
の
結
果
、
当
時
の
ア
ブ
ド
ラ

首
相
は
不
本
意
な
早
期
退
任
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
。
替
わ
っ
て
首
相
に
就
任

し
た
ナ
ジ
ブ
に
と
っ
て
、
こ
の
選
挙
で

失
っ
た
都
市
部
の
票
を
取
り
戻
す
こ
と

が
喫
緊
の
政
治
課
題
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
ナ
ジ
ブ
が
採
っ
た
戦
術
が
、

野
党
側
の
公
約
を
自
ら
実
行
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
民
族
に
こ
だ
わ
ら
な
い
再

分
配
政
策
は
、
二
〇
〇
八
年
総
選
挙
で

躍
進
し
て
野
党
第
一
党
と
な
っ
た
ア
ン

ワ
ル
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
元
副
首
相
率
い
る

Ｐ
Ｋ
Ｒ
の
公
約
で
あ
り
、
国
内
治
安
法

の
廃
止
や
集
会
の
自
由
の
保
障
な
ど
政

治
的
自
由
化
の
推
進
は
Ｄ
Ａ
Ｐ
が
長
ら

く
掲
げ
て
き
た
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
あ
っ
た
。

だ
が
選
挙
対
策
と
し
て
は
、
こ
の
戦

術
に
は
ま
っ
た
く
効
果
が
な
か
っ
た
。

二
〇
一
三
年
総
選
挙
で
は
都
市
住
民
の

支
持
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ず
、
と

く
に
華
人
有
権
者
の
間
で
は
野
党
へ
の

傾
斜
が
ま
す
ま
す
進
ん
だ
。
そ
の
結
果
、

二
〇
〇
四
年
に
は
四
二
（
定
数
の
一

九
・
二
％
）
に
の
ぼ
っ
た
ノ
ン
・
マ
レ
ー

与
党
三
党
（
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
、
グ
ラ

カ
ン
）
の
議
席
は
、
二
〇
一
三
年
に
は

一
二
（
同
五
・
四
％
）
に
ま
で
落
ち
込

ん
だ
。
選
挙
後
に
は
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
グ
ラ

カ
ン
の
指
導
者
が
入
閣
を
拒
ん
だ
た
め
、

第
二
次
ナ
ジ
ブ
内
閣
は
実
質
的
に
「
ブ

ミ
プ
ト
ラ
内
閣
」
と
な
っ
た
。
二
〇
一

四
年
六
月
に
は
両
党
の
指
導
者
が
再
び

入
閣
し
た
も
の
の
、
ナ
ジ
ブ
首
相
が
他

党
と
の
事
前
協
議
な
し
に
扇
動
法
の
維

持
を
決
め
る
な
ど
、
ノ
ン
・
マ
レ
ー
与

党
の
存
在
感
は
き
わ
め
て
薄
い
。

第
一
次
ナ
ジ
ブ
内
閣
の
民
族
融
和
・

政
治
改
革
路
線
が
期
待
さ
れ
た
効
果
を

あ
げ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
不
十
分

だ
っ
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
路
線
を
さ
ら
に
押
し
進
め

て
も
、
次
の
選
挙
で
国
民
戦
線
へ
の
支

持
を
取
り
戻
せ
る
と
い
う
保
証
は
な
い
。

そ
の
一
方
、
も
し
副
作
用
で
い
ま
保
持

し
て
い
る
マ
レ
ー
人
の
票
が
減
れ
ば
政

権
を
失
い
か
ね
な
い
。
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
に
は
、

も
は
や
リ
ス
ク
を
冒
し
て
華
人
の
支
持

回
復
を
図
る
余
裕
が
な
く
、
政
権
党
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
手
元
に
残
っ
た

マ
レ
ー
人
の
支
持
を
つ
な
ぎ
止
め
て
お

く
こ
と
こ
そ
至
上
命
題
だ
と
い
う
判
断

に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

も
う
ひ
と
つ
の
選
挙
は
、
二
〇
一
三

年
一
〇
月
に
行
わ
れ
た
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
の
中

央
役
員
選
挙
で
あ
る
。
今
回
の
役
員
選

挙
は
、
二
〇
〇
九
年
の
党
規
約
改
正
後

は
じ
め
て
実
施
さ
れ
る
画
期
的
な
選
挙

で
あ
っ
た
。
投
票
人
の
数
が
、
従
来
の

二
五
〇
〇
人
か
ら
約
一
五
万
人
に
ま
で

増
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
事
前
に
一

定
割
合
の
支
部
か
ら
指
名
を
得
る
こ
と

を
立
候
補
の
条
件
に
課
し
た
規
定
（
総

裁
選
の
場
合
は
三
〇
％
）
も
廃
止
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
総
裁
選
挙
は
、

現
職
に
対
し
て
対
抗
馬
が
立
た
ず
無
投

票
に
終
わ
る
の
が
ほ
ぼ
慣
例
で
あ
っ
た
。

結
果
的
に
は
今
回
も
無
投
票
に
終
わ
っ

た
も
の
の
、
ル
ー
ル
が
変
更
さ
れ
た
た

め
に
ナ
ジ
ブ
に
挑
戦
す
る
者
が
現
れ
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
が
中
央
役
員
選
挙
の
ル
ー

ル
を
改
正
し
た
の
は
、
党
内
金
権
政
治

を
抑
制
す
る
た
め
だ
。
投
票
人
が
二
五

〇
〇
人
な
ら
ば
買
収
が
可
能
だ
が
、
一

五
万
人
に
な
れ
ば
不
可
能
に
な
る
と
い

う
理
屈
で
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ル
改
正
が

実
施
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
、

す
な
わ
ち
第
一
次
ナ
ジ
ブ
内
閣
の
初
期

に
あ
た
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
政
治
改
革

に
よ
っ
て
支
持
回
復
を
図
る
戦
術
の
一

端
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ル
ー
ル
改
正
そ
の
も
の
は
Ｕ
Ｍ

Ｎ
Ｏ
に
お
け
る
党
内
民
主
主
義
の
促
進

と
評
価
で
き
る
が
、
総
選
挙
で
の
支
持

回
復
に
失
敗
し
党
首
の
責
任
を
問
う
声

が
あ
が
る
と
い
う
状
況
に
陥
っ
た
た
め
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に
、
結
果
と
し
て
党
内
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

と
も
い
う
べ
き
現
象
を
促
進
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ナ
ジ
ブ
が
ブ
ミ
プ
ト
ラ
経

済
強
化
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
発
表
し
た
の
は
、

中
央
役
員
選
挙
立
候
補
締
め
切
り
の
ち

ょ
う
ど
一
週
間
前
に
あ
た
る
。
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
新
た
な
ブ
ミ
プ
ト
ラ
優
遇

政
策
を
発
表
し
た
の
は
、
役
員
選
挙
対

策
の
一
環
と
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
新
た
な
投
資
信
託
ス
キ

ー
ム
Ａ
Ｓ
Ｂ
２
は
誰
の
利
益
に
な
る
の

か
。
マ
レ
ー
人
世
帯
の
五
五
％
は
金
融

資
産
を
ま
っ
た
く
持
っ
て
お
ら
ず
（
参

考
文
献
⑥
、
五
〇
ペ
ー
ジ
）、
こ
れ
ら

の
庶
民
は
受
益
者
に
な
り
得
な
い
。
Ａ

Ｓ
Ｂ
２
の
販
売
は
二
〇
一
四
年
四
月
に

始
ま
り
、
八
月
一
五
日
ま
で
に
一
〇
・

七
億
口
を
売
り
上
げ
た
。
こ
の
時
点
で

購
入
者
は
五
万
三
三
四
五
人
だ
か
ら
、

一
人
あ
た
り
の
平
均
購
入
額
は
約
二
万

リ
ン
ギ
（
六
八
万
円
）
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ

Ｂ
２
を
買
う
の
は
生
活
に
余
裕
の
あ
る

ア
ッ
パ
ー
ミ
ド
ル
よ
り
上
の
階
層
で
あ

り
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
下
級
幹
部
の
多
く
も
こ

こ
に
位
置
す
る
。

扇
動
法
の
維
持
も
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
の
地

方
幹
部
が
願
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
扇

動
法
に
よ
る
逮
捕
が
相
次
ぐ
な
か
、
二

〇
一
四
年
九
月
五
日
に
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
最

高
評
議
会
評
議
員
の
シ
ャ
ヒ
ダ
ン
首

相
府
相
が
、
同
党
の
一
九
一
の
支
部

（division

）
の
う
ち
一
六
一
支
部
は
扇

動
法
の
維
持
を
求
め
て
い
る
と
の
調
査

結
果
を
発
表
し
た
。
こ
の
数
時
間
後
に

ナ
ジ
ブ
は
、
扇
動
法
を
廃
止
し
国
民
調

和
法
を
制
定
す
る
と
述
べ
て
従
来
の
方

針
を
維
持
す
る
姿
勢
を
示
し
た
が
、
翌

日
以
降
も
党
青
年
部
な
ど
か
ら
党
員
の

希
望
ど
お
り
扇
動
法
を
維
持
す
る
よ
う

求
め
る
声
が
あ
が
る
。
党
年
次
総
会
が

近
づ
く
と
扇
動
法
維
持
を
求
め
る
意
見

が
続
出
し
、
冒
頭
で
み
た
よ
う
に
開
会

演
説
で
ナ
ジ
ブ
が
同
法
の
維
持
・
強
化

を
宣
言
す
る
に
至
っ
た
。

●
端
の
連
合
VS
中
間
層

ナ
ジ
ブ
首
相
は
、
革
新
的
な
政
策
に

よ
っ
て
有
権
者
の
支
持
を
取
り
戻
し
、

野
党
に
対
す
る
優
位
と
党
内
で
の
指
導

力
を
確
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
が
、

結
果
的
に
こ
の
賭
け
に
敗
れ
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ

Ｏ
の
下
か
ら
の
圧
力
に
流
さ
れ
る
弱
い

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
ま
、

Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
が
ま
す
ま
す
エ
ス
ノ
セ
ン
ト

リ
ッ
ク
（
自
民
族
中
心
主
義
）
に
な
っ

て
い
く
の
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
指

導
者
は
見
当
た
ら
な
い
。
ナ
ジ
ブ
政
権

は
こ
の
ま
ま
マ
レ
ー
民
族
主
義
の
傾
向

を
強
め
、
批
判
者
は
扇
動
法
で
ね
じ
伏

せ
る
と
い
う
政
治
を
続
け
て
い
く
の
だ

ろ
う
か
。
与
野
党
の
性
質
と
力
関
係
か

ら
推
測
す
る
と
、
そ
の
公
算
が
高
い
と

い
え
そ
う
だ
。

長
ら
く
マ
レ
ー
シ
ア
の
政
党
シ
ス
テ

ム
は
、
す
べ
て
の
主
要
エ
ス
ニ
ッ
ク
集

団
を
包
括
す
る
巨
大
与
党
連
合
・
国
民

戦
線
を
中
心
と
す
る
一
党
優
位
制
で
あ

っ
た
。
こ
れ
が
二
〇
〇
八
年
総
選
挙

を
経
て
、
汎
マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ム

党
（
Ｐ
Ａ
Ｓ
）
と
Ｐ
Ｋ
Ｒ
、
Ｄ
Ａ
Ｐ
か

ら
な
る
野
党
連
合
・
人
民
連
盟
と
、
国

民
戦
線
と
が
並
び
立
つ
二
大
政
党
連
合

制
へ
と
変
質
し
た
と
い
わ
れ
た
。
二
〇

一
三
年
総
選
挙
を
経
た
い
ま
も
こ
の
状

況
が
続
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
前
述
の

と
お
り
民
族
構
成
の
点
で
国
民
戦
線
は

様
変
わ
り
し
た
。
現
在
の
国
民
戦
線
は
、

実
質
的
に
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
と
サ
バ
、
サ
ラ

ワ
ク
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ
系
地
方
政
党
か
ら

な
る
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
党
連
合
だ
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
他
方
、
人
民
連

盟
の
側
で
は
Ｐ
Ｋ
Ｒ
に
か
わ
っ
て
華
人

主
体
の
Ｄ
Ａ
Ｐ
が
最
大
党
派
に
な
っ
た
。

こ
の
状
況
下
で
、
も
し
民
族
問
題
が

唯
一
の
政
治
的
対
立
軸
で
あ
っ
た
と
し

た
ら
、
数
に
劣
る
ノ
ン
・
ブ
ミ
プ
ト
ラ

の
側
は
圧
倒
的
に
不
利
な
立
場
に
置
か

れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
っ
て
い
な

い
の
は
、
国
民
戦
線
と
人
民
連
盟
の
対

立
に
は
階
級
性
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら

だ
。
所
得
階
層
別
に
み
る
と
、
低
所
得

層
は
政
府
・
与
党
を
支
持
す
る
傾
向
が

強
い
。
世
論
調
査
機
関
「
ム
ル
デ
カ
・

セ
ン
タ
ー
」
の
調
査
で
は
、
所
得
が
低

い
人
ほ
ど
首
相
を
支
持
す
る
と
い
う
傾

向
が
一
貫
し
て
み
ら
れ
る
（
参
考
文
献

⑦
）。
エ
リ
ー
ト
が
低
所
得
層
を
取
り

込
ん
だ
こ
の
関
係
性
を
、
イ
ン
ド
政
治

に
お
け
る
類
似
の
現
象
を
捉
え
た
表
現

（
参
考
文
献
⑧
）
に
な
ら
っ
て
「
端
の

連
合
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
対
す

る
人
民
連
盟
は
、
マ
レ
ー
人
を
も
含
む

都
市
中
間
層
か
ら
幅
広
い
支
持
を
集
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
躍
進
し
た
。

ナ
ジ
ブ
政
権
は
中
間
層
の
票
を
取
り

戻
そ
う
と
し
て
失
敗
し
、
端
の
連
合
の

維
持
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
の
政

策
へ
と
力
点
を
移
し
た
。
都
市
‐
農
村

間
の
一
票
の
格
差
が
大
き
い
た
め
、
端

の
連
合
の
解
体
を
予
防
で
き
れ
ば
、
か

つ
て
の
党
勢
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き

ず
と
も
国
民
戦
線
が
政
権
を
維
持
で
き

る
見
込
み
が
高
く
な
る
。

ナ
ジ
ブ
政
権
の
経
済
政
策
を
み
る
か

ぎ
り
、
端
の
連
合
VS
中
間
層
の
構
図
は

し
ば
ら
く
続
き
そ
う
で
あ
る
。
最
近
の

政
策
に
は
、
中
間
層
の
利
益
を
犠
牲
に

し
て
低
所
得
層
と
エ
リ
ー
ト
に
分
け
前

を
配
る
と
い
う
性
質
が
あ
る
か
ら
だ
。

ナ
ジ
ブ
政
権
は
Ｂ
Ｒ
１
Ｍ
を
典
型
例

と
す
る
低
所
得
層
む
け
再
分
配
政
策
に

力
を
入
れ
て
き
た
が
、
一
方
で
は
財
政

再
建
の
た
め
に
二
〇
一
五
年
四
月
か
ら

一
般
消
費
税
で
あ
る
物
品
サ
ー
ビ
ス
税
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マレー民族主義と権威主義に回帰するナジブ政権

（
Ｇ
Ｓ
Ｔ
）
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
Ｇ
Ｓ
Ｔ
は
六
％
に
設
定
さ
れ
、
米

や
生
鮮
食
品
な
ど
生
活
必
需
品
は
対
象

外
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
政
府

は
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
に
砂
糖
補
助

金
の
撤
廃
を
決
め
、
二
〇
一
四
年
一
二

月
に
は
ガ
ソ
リ
ン
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
に

対
す
る
補
助
金
を
も
撤
廃
し
た
。
こ
れ

ら
は
車
を
所
有
す
る
よ
う
な
中
間
層
か

ら
取
っ
て
低
所
得
層
に
配
る
政
策
と
い

え
る
。

燃
料
な
ど
に
対
す
る
補
助
金
は
消
費

量
の
多
い
富
裕
層
を
利
す
る
政
策
で
あ

り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
定
め
て
支
援
す
る

政
策
の
方
が
再
分
配
政
策
と
し
て
は
適

切
だ
と
政
府
は
説
明
す
る
。
一
理
あ
る

考
え
方
で
は
あ
る
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

改
善
し
な
い
か
ぎ
り
、
中
間
層
に
と
っ

て
み
れ
ば
Ｇ
Ｓ
Ｔ
の
導
入
や
補
助
金
削

減
は
政
治
的
な
コ
ネ
を
も
つ
者
に
配
る

た
め
に
自
分
た
ち
か
ら
奪
う
政
策
に
み

え
る
だ
ろ
う
。
先
の
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
年
次
総

会
で
は
、
党
支
部
長
が
政
府
調
達
に
関

し
て
特
定
の
業
者
を
支
援
す
る
た
め
に

政
府
関
係
者
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
禁

じ
た
通
達
を
撤
回
せ
よ
と
の
要
求
が
公

然
と
な
さ
れ
て
お
り
、
政
官
財
の
癒
着

は
当
面
な
く
な
り
そ
う
に
な
い
。
端
の

連
合
VS
中
間
層
の
構
図
の
な
か
で
や
や

優
位
に
あ
る
国
民
戦
線
が
、
旧
態
依
然

と
し
た
ク
ラ
イ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
言
論

抑
圧
の
政
治
を
行
う
と
い
う
状
況
が
し

ば
ら
く
は
続
く
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
国
民
戦
線
と
人
民
連
盟
の

ど
ち
ら
も
内
部
の
結
束
は
盤
石
と
は
い

え
ず
、
将
来
、
大
規
模
な
政
界
再
編
が

生
じ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
国

民
戦
線
に
お
い
て
は
、
宗
教
問
題
や
石

油
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
の
分
配
、
外
国
人
へ

の
市
民
権
付
与
な
ど
を
め
ぐ
り
、
Ｕ
Ｍ

Ｎ
Ｏ
と
サ
バ
、
サ
ラ
ワ
ク
の
政
党
と
の

利
害
対
立
が
先
鋭
化
し
て
い
る
。
両
州

で
は
分
離
独
立
を
唱
え
る
団
体
が
出
現

し
て
お
り
、
こ
れ
を
封
じ
込
め
る
こ
と

が
ナ
ジ
ブ
が
扇
動
法
を
維
持
・
強
化
す

る
動
機
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。
人

民
連
盟
の
側
で
は
、
ス
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州

首
相
の
交
代
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
Ｐ
Ａ
Ｓ

と
Ｐ
Ｋ
Ｒ
、
Ｄ
Ａ
Ｐ
の
対
立
が
深
刻
化

し
た
。

最
大
の
不
安
定
化
要
因
は
イ
ス
ラ
ム

刑
法
問
題
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
五
月

一
日
に
ブ
ル
ネ
イ
が
イ
ス
ラ
ム
刑
法
を

施
行
す
る
の
に
あ
わ
せ
て
、
Ｐ
Ａ
Ｓ
が

ク
ラ
ン
タ
ン
州
で
の
イ
ス
ラ
ム
刑
法
施

行
を
可
能
に
す
る
た
め
の
法
案
を
連
邦

議
会
に
上
程
す
る
動
き
を
み
せ
た
。
イ

ス
ラ
ム
刑
法
の
施
行
に
は
Ｄ
Ａ
Ｐ
が
非

常
に
強
く
反
対
し
て
お
り
、
も
し
Ｐ
Ａ

Ｓ
が
法
案
を
議
会
に
提
出
す
れ
ば
人
民

連
盟
が
解
体
す
る
の
は
確
実
で
あ
っ
た
。

加
え
て
国
民
戦
線
側
で
も
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ

か
ら
は
明
確
な
反
対
論
は
ほ
と
ん
ど
出

ず
む
し
ろ
イ
ス
ラ
ム
刑
法
の
導
入
を
支

持
す
る
声
が
多
く
出
た
。
今
回
は
Ｐ
Ａ

Ｓ
が
法
案
提
出
を
見
送
っ
た
た
め
に
大

事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
も
し
法
案

が
上
程
さ
れ
て
い
た
ら
、
国
家
の
性
格

を
変
え
る
よ
う
な
大
規
模
な
政
界
再

編
・
政
策
変
更
に
突
き
進
ん
で
い
た
か

も
し
れ
な
い
。

国
民
戦
線
が
弱
体
化
し
首
相
の
求
心

力
が
低
下
し
た
状
況
に
お
い
て
、
い
ま

は
旧
態
依
然
の
政
治
が
続
い
て
い
る
も

の
の
、
こ
の
先
の
マ
レ
ー
シ
ア
に
つ
い

て
は
、
平
和
的
な
政
権
交
代
か
ら
イ
ス

ラ
ム
国
家
化
に
い
た
る
ま
で
、
幅
広
い

シ
ナ
リ
オ
を
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
そ
う
だ
。

（
な
か
む
ら　

ま
さ
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

東
南
ア
ジ
ア
Ⅰ
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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